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令和7年度造林事業標準単価の適用基準

Ⅰ　施行形態区分による標準単価の適用

Ⅱ　施業区分による標準単価の適用

（　下　刈　）

占有植生　

全刈りⅢ カヤ、笹類、ツル、バラ類、灌木類 全刈り（3回刈のうち3回目のみ）

Ⅲ　社会保険料等について

　　　社会保険料等は、現場従業員及び現場労働者に係る労災保険料、雇用保険料、健康保険料及び厚生年金保険料のうち

    法定の事業主負担分（労災保険の特別加入制度に係る保険料を含む。）並びに退職金共済制度（林業退職金共済制度（林

　　退共）、建設業退職金共済制度（建退共）、中小企業退職金共済制度（中退共））の掛金とする。　

　　　施行地ごとに、事業に従事した各現場労働者について社会保険等（労災保険、雇用保険、健康保険、厚生年金及び退職

　　共済制度）の加入状況に応じ、表１に示す点数を合計し、当該現場労働者数で除して算出される平均点数に応じて、表２に

　　示す加算率を適用する。

（表１）

加入している場合の点数

６点

１点

５点

１０点

中小企業退職金共済制度以外 ２点

中小企業退職金共済制度 ３点

（表２）

平均点数 加算率

　１点以上　　７点未満 3%

　７点以上　１３点未満 10%

１３点以上　２３点未満 13%

　　　　　　２３点以上 18%

Ⅳ　現場監督費について

　　　熱中症対策として、7月1日から9月30日までの期間に、事業期間の過半を占める下刈りにおいては、標準単価の1％に

　　相当する額を現場監督費とは別に間接費に計上することができる。

　健康保険

　厚生年金保険

　退職金共済制度

自　　　　　力
ただし、雇用労務により実施する場合は、下記「受託」区分を適用

区 分 適 用

森林所有者が森林組合等へ施業の委託を行わず、自己の労務等で実施する場合

森林組合等が森林所有者から施業の委託を受けて実施する場合

市町等が森林組合等と請負（委託）契約により実施する場合

受 託

社会保険等

　労災保険

　雇用保険

適 用

備 考

請 負

区 分

ただし、施業委託による場合は、上記「受託」区分を適用



令和7年度造林事業標準単価一覧 １ha当たり

雇用

占有植生　 備考 形態 3% 10% 13% 18% 3% 10% 13% 18%

有 171,000 181,000 185,000 192,000 188,000 199,000 204,000 211,000

無 138,000 142,000 152,000 156,000 163,000 156,000 167,000 172,000 179,000

熱中症対策

雇用

占有植生　 備考 形態 3% 10% 13% 18% 3% 10% 13% 18%

有 172,000 182,000 186,000 193,000 189,000 200,000 206,000 213,000

無 139,000 143,000 153,000 157,000 164,000 157,000 168,000 173,000 180,000

下
刈

（
熱
中
症

対
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全刈Ⅲ カヤ、笹類、ツル、バラ類、灌木類

請 負施
業
名

区分
適用

自力
受 託

（
下
刈

）

施
業
名

全刈Ⅲ カヤ、笹類、ツル、バラ類、灌木類

請 負受 託
自力区分

適用


